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 ロボット創作実習 
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Manufacturing  
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半期 週３時間 

 

授業概要 今までの実習で習得した技術を生かして，競技用ロボットを製作する。 

到達目標 機能を果たすロボットの考案，設計，加工製作，競技会を通してもの作りの楽しさや手
順を習得する。   

  

 

評価方法 
実習中の態度や取り組み，出来上がった作品の技術的評価，各ショップ終了後の提出 

レポート，リーダーシップ，製作品発表結果などにより総合的に評価する。 

教科書等  

 内 容  学習・教育目標 

  
１５週間の間に，３～４名の班に分かれて，各班で 1 台のロボットを製作す

る。 
 
           

１． 当該年度における作品テーマを教員側から与える。 

２． 班に分かれてから，ロボットの形状と必要な機構を考案する。 

３． 具体的な形状を決めた後，設計案を提出する。 

４． 設計，製作に取り組む。 

５． 最後の日には全員で各班の製作ロボットによる競技会を行う。 
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（特記事項） 
 
 
 
 

 ＪＡＢＥＥとの関連 
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アイデア出し

設計・製図

材料の手配
製作

組立・調整



 

 

 内容の説明 
 

 

 製作したロボットによる競技試合 
 

 

平成2２年度 
 コンセプト 
  ペットボトルを収納箱に入れるロボットを製作し，これによる競技を行って完成度を決める． 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
            
 
   
 

           
 

 図１ 競技フィールド    
 
       

 

 

 

 
        
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  図２ 試合風景 
 

 

ロボットＢ

ロボットＡ

ロボットＡが入れるカゴ
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ＣＣレモン
500ml空容器

烏龍茶（四角形）
500ml空容器

ロボットＢが入れるカゴ

枠（フィールド面より高さ50mm）


